
- 1 -

『
立
圃
桃
廼
酒
百
韻
』
の
周
辺

河

村

瑛

子

一

『
立
圃
桃
廼
酒
百
韻
』
に
つ
い
て

慶
安
五
年
三
月
、
立
圃
は
摂
津
国
富
田
に
あ
っ
た
。
米
谷
巌
「
野
々
口

立
圃
年
譜
稿
」（

一
）

同
年
同
月
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

三
月
三
日
、
摂
津
富
田
に
て
大
坂
の
門
人
ら
十
六
名
と
「
桃
の
酒
百

韻
」
（
自
筆
一
巻
。
松
宇
文
庫
蔵
）
興
行
。

「
桃
の
酒
百
韻
」
と
は
、
伊
藤
松
宇
「
俳
諧
珍
書
目
録
」
（
『
俳
句
講
座
第

九
巻
』
改
造
社
、
一
九
三
三
）
に
、

桃
の
酒
百
韻
一
巻

一
冊

野
々
口
立
圃
筆

慶
安
五
年
三
月
三
日
立
圃
の
発
句
に
利
房
・
有
次
・
定
清
・
仲
昔
・

知
徳
・
成
次
・
光
忠
・
宗
之
・
宗
順
・
正
近
・
了
順
・
宗
甫
・
宗
貞

・
正
能
・
久
重
等
立
圃
一
派
の
俳
人
十
六
名
相
会
し
て
摂
州
富
田
に

於
て
興
行
し
た
る
も
の
。
松
宇
文
庫
所
蔵
。

と
し
て
掲
載
さ
れ
る
立
圃
自
筆
の
一
巻
を
い
う
。
米
谷
巌
「
野
々
口
立

圃
」（

二
）

に
も
、

慶
安
五
（
承
応
元
）
年
三
月
三
日
、
摂
州
富
田
で
、
大
阪
の
一
門
十

六
名
と
興
行
し
た
桃
の
酒
百
韻
の
自
筆
一
巻
が
松
宇
文
庫
に
あ
る

（
改
造
社
『
俳
句
講
座
』
第
九
巻
、
俳
諧
珍
書
目
録
）。

と
「
俳
諧
珍
書
目
録
」
に
も
と
づ
く
指
摘
が
あ
り
、
『
貞
門
談
林
俳
人
大

観
』
の
本
書
の
項
目
に
も
、
や
は
り
同
目
録
に
よ
っ
て
連
衆
十
六
名
が
掲

出
さ
れ
る
も
の
の
「
原
本
未
見
」
と
記
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
本
書
は
講
談

社
の
所
蔵
に
か
か
る
松
宇
文
庫
の
目
録
に
は
見
え
ず
、
原
本
の
所
在
は
長

く
不
明
と
な
っ
て
お
り
、
影
印
翻
刻
な
ど
も
備
わ
ら
な
い
た
め
に
作
品
の

全
貌
を
知
る
こ
と
が
か
な
わ
な
か
っ
た
。

先
だ
っ
て
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
（
旧
京
都
府
立
総
合
資
料
館
、

以
下
「
歴
彩
館
」
）
に
、
故
新
免
安
喜
子
氏
の
ご
遺
志
に
よ
り
、
和
装
本

を
中
心
と
す
る
九
三
〇
点
余
の
図
書
が
寄
贈
さ
れ
た

（
三
）

。
寄
贈
書
の
約

七
割
が
戦
後
行
方
知
れ
ず
と
な
っ
て
い
た
伊
藤
松
宇
の
旧
蔵
書
で
あ
り
、

そ
の
中
に
、
上
記
『
桃
の
酒
百
韻
』
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、

こ
こ
に
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
。

歴
彩
館
蔵
『
立
圃
桃
廼
酒
百
韻
』
（
以
下
『
桃
廼
酒
百
韻
』）
の
略
書
誌

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
写
本
一
冊
。
立
圃
自
筆
。
枡
形
本
に
近
い
半
紙

本
。
縦
二
〇
・
四
糎
、
横
一
七
・
〇
糎
。
後
補
海
老
茶
色
表
紙
、
布
目
（
型

押
）
、
芭
蕉
葉
散
ら
し
文
（
空
押
）。
後
補
書
題
簽
「
立
圃
桃
廼
酒
百
韻
」

（
左
肩
単
辺
）。
内
題
な
し
。
料
紙
は
厚
手
の
楮
紙
（
裏
打
あ
り
）。
一
丁

は
二
枚
の
紙
か
ら
成
り
、
一
方
を
丁
の
表
、
他
方
を
裏
と
し
、
柱
に
あ
た

る
部
分
を
薄
く
貼
り
合
わ
せ
て
袋
綴
の
如
く
装
丁
す
る
。
半
丁
十
三
行
で
、

折
端
に
あ
た
る
部
分
に
紙
継
ぎ
が
な
い
こ
と
か
ら
、
懐
紙
の
改
装
で
は
な
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く
、
も
と
は
巻
子
本
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
天
部
に
裁
断
の
跡
が

あ
り
、
折
番
号
の
注
記
が
一
部
欠
損
し
て
い
る
。
印
記
、
「
松
宇
愛
蔵
門

外
不
出
」
「
松
宇
図
書
之
印
」。

【
図
一
】『
立
圃
桃
廼
酒
百
韻
』
巻
首
（
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
蔵
）

【
図
二
】
同
書
句
上

内
容
は
立
圃
の
「
け
ふ
く
み
て
寿
命
は
幾
千
も
ゝ
の
酒
」
を
発
句
と
す

る
百
韻
で
あ
る
。
端
作
に
「
慶
安
五
年
三
月
三
日

摂
州
富
田
に
て
」
と

あ
り
（
図
一
）
、
成
立
時
期
が
知
ら
れ
る
。
発
句
に
詠
ま
れ
る
「
も
ゝ
の

酒
」
は
、『
増
山
井
』
（
季
吟
著
、
寛
文
七
年
奥
刊
）
三
月
条
に
、

桃
花
の
節

三
日
。
桃
の
酒
、
俳
。
（
中
略
）
け
ふ
桃
花
を
酒
に
ひ

た
し
て
の
め
ば
、
百
病
を
除
き
顔
色
を
ま
す
と
本
草
に
あ
り
と
か
や
、

拾
芥
抄
に
い
へ
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、
上
巳
の
節
句
に
飲
め
ば
百
病
を
除
く
と
さ
れ
る
。
当
該

句
は
、
今
日
こ
れ
を
飲
め
ば
、
（
一
座
で
共
に
）
長
寿
を
保
つ
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
と
詠
う
も
の
で
、
時
宜
に
か
な
う
。
巻
末
の
句
上
に
は
、
た

し
か
に
「
俳
諧
珍
書
目
録
」
に
記
さ
れ
た
十
六
名
が
見
え
る
（
図
二
）
。

脇
句
「
一
門
こ
ぞ
り
祝
ふ
春
の
賀
」
を
詠
む
「
利
房
」
が
俳
席
の
主
催
者
、

一
句
の
み
を
詠
出
す
る
「
久
重
」
が
執
筆
で
あ
ろ
う
。

本
書
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
、
書
中
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
は
さ
ほ
ど
多

く
な
い
。
た
と
え
ば
連
衆
に
つ
い
て
は
、
本
文
・
句
上
と
も
に
俳
号
を
示

す
の
み
で
、
姓
や
肩
書
、
所
付
が
示
さ
れ
な
い
た
め
、
同
名
異
人
と
の
判

別
が
し
に
く
い
。
か
ろ
う
じ
て
特
定
で
き
る
者
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
通
り

で
あ
る
。

定
清
…
京
住
。
服
部
氏
。
通
称
喜
三
郎
。
『
鷹
筑
波
集
』（
寛
永
十
九

年
刊
）
以
来
、
入
集
書
多
数
の
古
参
俳
人
。
『
尾
蠅
集
』（
寛
文
三
年

刊
）
の
編
者
。

仲
昔
…
京
住
。
中
野
氏
。『
誹
諧
百
人
一
句
』
（
万
治
三
年
刊
）
、『
慕

綮
集
』（
同
年
刊
）
な
ど
に
入
集
。

知
徳
…
京
住
。
福
井
氏
。
『
誹
諧
百
人
一
句
』
、
『
慕
綮
集
』
な
ど
に

入
集
。

正
近
…
京
住
。
中
村
氏
。『
沙
金
袋
』（
明
暦
三
年
刊
）
、『
慕
綮
集
』

な
ど
に
入
集
。
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了
順
…
伏
見
住
。
吹
田
氏
。
『
糸
瓜
草
』（
寛
文
元
年
刊
）
に
入
集
。

こ
の
ほ
か
の
連
衆
に
つ
い
て
は
手
が
か
り
に
乏
し
く
、
確
定
が
難
し
い
が
、

富
田
に
お
い
て
巻
か
れ
た
本
百
韻
に
京
都
の
俳
人
が
相
当
数
一
座
す
る
こ

と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
一
体
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
成
立
し
た
の
だ

ろ
う
か
。

二

『
摂
津
富
田
俳
諧
紀
行
』
と
『
六
日
の
菖
蒲
』

幸
い
、
立
圃
は
こ
の
と
き
の
旅
を
材
と
し
た
紀
行
句
文
を
残
し
て
い
る
。

柿
衞
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
自
筆
巻
子
本
の
ほ
か
、
慶
安
二
年
頃
か
ら
寛
文

二
年
頃
の
句
文
を
集
め
た
『
六
日
の
菖
蒲
』
（
近
世
後
期
写
、
国
立
国
会

図
書
館
蔵
）（

四
）

に
も
収
録
さ
れ
、
互
い
に
少
な
か
ら
ぬ
異
同
が
あ
る
。
こ

れ
ら
を
併
せ
読
む
こ
と
で
、
『
桃
廼
酒
百
韻
』
の
成
立
事
情
は
ほ
ぼ
明
ら

か
に
な
る
。

柿
衞
本
の
略
書
誌
を
記
せ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
写
本
。
巻
子
本
一

軸
。
縦
一
九
・
七
糎
、
横
四
三
一
・
一
糎
。
書
名
「
摂
津
富
田
俳
諧
紀
行
」

（
仮
題
）
。
『
柿
衞
文
庫
目
録
書
冊
篇
』
に
は
「
摂
津
多
田
俳
諧
紀
行
」
と

あ
る
。
外
題
・
内
題
な
し
。
奥
書
「
立
圃
書
之
（
花
押
）
」。
立
圃
自
筆
と

思
し
い
。
絹
表
紙
、
若
草
色
地
に
菊
花
・
木
瓜
文
。
見
返
、
金
銀
銅
切
箔

・
揉
箔
・
砂
子
散
ら
し
。
料
紙
は
楮
紙
。
裏
打
あ
り
。
少
虫
損
あ
り
（
一

部
補
修
済
み
）
。
桐
箱
入
。
添
付
文
書
中
に
、
白
雲
堂
書
店
の
主
人
、
古

家
実
三
の
葉
書
一
通
（
岡
田
利
兵
衛
宛
、
昭
和
三
十
七
年
一
月
十
三
日
消

印
）
が
あ
り
、
文
中
に
「
此
程
九
州
地
方
を
旅
行
中
ふ
と
俳
書
と
し
て
の

珍
品
を
入
手
し
ま
し
た
か
ら
御
一
覧
に
供
し
度
、
本
日
郵
送
い
た
し
ま
し

た
。
野
々
口
立
圃
の
摂
津
富
田
俳
諧
紀
行
の
自
筆
本
（
巻
子
本
）
で
す
。

是
は
先
生
に
お
持
ち
い
た
ゞ
く
の
が
適
材
適
所
と
お
も
い
ま
し
て
」
（
私

に
句
読
点
等
を
補
っ
た
）
と
あ
る
。

内
容
は
、
某
年
三
月
三
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
、
立
圃
が
門
人
と
と
も

に
摂
津
国
富
田
を
訪
れ
た
際
の
紀
行
句
文
で
あ
る
。
「
あ
る
じ
」
の
家
に

滞
在
中
、
金
龍
寺
・
普
門
寺
へ
花
見
に
赴
き
、
ま
た
近
在
の
名
所
で
あ
る

箕
面
滝
を
訪
れ
、
折
々
に
詠
ま
れ
た
自
他
の
句
を
書
き
留
め
る
。
書
中
に

年
記
は
な
い
が
、
三
月
三
日
条
に
『
桃
廼
酒
百
韻
』
の
発
句
「
け
ふ
く
み

て
寿
命
は
幾
千
も
ゝ
の
酒
」
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
慶
安
五
年
の
紀
行
と

知
ら
れ
る
。

以
下
、
ま
ず
は
柿
衞
本
に
よ
り
な
が
ら
紀
行
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
、『
桃

廼
酒
百
韻
』
の
成
立
背
景
を
探
り
た
い
（
適
宜
【
Ａ
】
～
【
Ｆ
】
の
記
号

を
付
し
た
）。
冒
頭
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

【
Ａ
】摂

津
国
富
田
に
す
め
る
人
を
尋
ぬ
べ
き
と
て
、
そ
の
人
か
の
人
七
、

八
人
か
た
ら
ひ
、
鳥
羽
よ
り
船
に
の
り
、
け
ふ
は
日
も
う
ら
ゝ
な
り
。

「
い
か
に
も
心
を
慰
め
て
」
な
ど
、
口
々
い
へ
る
に
、
ま
づ
例
の
さ

れ
た
る
こ
と
を

盃
か
曲
水
を
な
す
遊
び
舟

鳥
羽
（
現
京
都
市
伏
見
区
）
よ
り
川
船
に
乗
り
、
富
田
に
赴
く
。
同
行
し

た
「
そ
の
人
か
の
人
七
、
八
人
」
は
、
『
六
日
の
菖
蒲
』
が
該
当
箇
所
を

「
爰
な
る
友
達
七
、
八
人
」
と
す
る
こ
と
か
ら
、
京
都
周
辺
の
俳
人
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
「
い
か
に
も
心
を
慰
め
て
」
は
謡
曲
『
熊
野
』
の
詞
章

「
い
か
に
も
心
を
慰
め
の
、
花
見
の
車
同
車
に
て
、
と
も
に
心
を
慰
ま
ん

と
」
に
よ
る
。
平
宗
盛
が
帰
郷
を
望
む
熊
野
を
清
水
寺
の
花
見
へ
誘
う
台

詞
で
あ
り
、
本
紀
行
の
目
的
の
一
で
あ
る
金
龍
寺
の
花
見
と
対
応
す
る
。

船
を
曲
水
宴
の
盃
に
見
立
て
た
発
句
よ
り
、
三
月
三
日
の
記
事
で
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る

（
五
）

。
続
い
て
次
の
よ
う
な
描
写
が
あ
る
。
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い
そ
ぐ
と
は
な
け
れ
ど
、
は
や
彼
所
近
き
河
岸
に
、
舟
さ
し
よ
せ
て
、

ひ
そ
か
に
案
内
し
た
り
け
る
に
、
あ
る
じ
心
よ
げ
に
打
う
な
づ
き
、

「
月
ご
ろ
問
ざ
り
つ
る
う
ら
み
、
今
こ
そ
わ
す
れ
侍
れ
」
な
ど
た
は

ぶ
れ
、
お
く
な
る
屋
に
ひ
き
い
れ
、
「
か
ゝ
る
ゐ
な
か
ず
み
を
と
は

れ
け
る
は
、
浅
か
ら
ぬ
心
に
こ
そ
」
と
い
へ
る
に
、
猶
お
く
ゆ
か
し

く
成
て
、
爰
か
し
こ
の
戸
障
子
を
ひ
ら
き
見
る
に
、
中
々
心
も
詞
も

及
が
た
く
、
広
き
所
あ
り
、
又
せ
ば
き
座
敷
あ
り
、
所
々
に
め
づ
ら

か
な
る
物
ず
き
を
つ
く
し
、
遙
に
へ
だ
ゝ
り
た
る
か
た
に
は
、
廊
を

つ
ゞ
け
橋
を
わ
た
し
、
庭
に
は
太
山
を
う
つ
し
、
名
も
し
ら
ぬ
草
木

を
う
へ
、
池
に
は
遠
き
海
辺
の
石
を
た
ゝ
ま
せ
、
中
嶋
の
心
ば
へ
、

い
と
見
所
お
ほ
く
、
そ
の
か
た
つ
か
た
よ
り
滝
波
を
お
と
し
、
ま
こ

と
に
春
秋
の
な
が
め
、
と
こ
し
な
へ
な
り
け
ら
し
。

「
い
そ
ぐ
と
は
な
け
れ
ど
、
は
や
」
は
「
急
候
程
に
、
是
は
は
や
津
の
国

須
磨
の
浦
と
か
や
申
候
」
（
『
松
風
』
）
の
よ
う
な
謡
曲
の
典
型
的
表
現
を

踏
ま
え
る
。
富
田
に
着
く
と
「
あ
る
じ
」
は
、
立
圃
の
無
沙
汰
を
託
ち
な

が
ら
も
訪
問
を
喜
び
、
自
邸
に
案
内
す
る
。
建
物
の
至
る
所
に
数
寄
を
凝

ら
し
、
庭
園
に
は
、
珍
し
い
草
木
を
植
え
、
池
に
遠
国
よ
り
取
り
寄
せ
た

石
を
畳
ま
せ
る
な
ど
、
風
流
の
限
り
を
尽
く
し
た
大
邸
宅
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
以
下
の
よ
う
な
描
写
が
続
く
。

【
Ｂ
】又

一
か
た
に
甍
長
く
、
こ
な
た
か
な
た
へ
つ
ゞ
き
た
る
あ
り
。
是
は

杜
康
が
造
り
そ
め
し
跡
を
ゝ
ひ
、
仙
人
の
お
る
菊
の
露
を
た
ゝ
へ
を

け
る
所
な
り
と
い
へ
る
に
、
心
先
さ
へ
ぎ
り
て
、
皆
人
入
て
見
わ
た

す
に
、
瓶
の
数
、
い
く
ら
と
も
か
ぞ
へ
が
た
し
。
か
ゝ
る
所
、
又
い

づ
く
に
か
あ
ら
ん
と
お
も
は
れ
、
口
に
涎
を
な
が
す
ば
か
り
也
。
遠

き
国
々
ま
で
名
だ
か
く
き
こ
ふ
る
は
、
こ
と
は
り
な
り
か
し
。
ち
か

き
あ
た
り
に
秋
の
た
の
み
広
く
し
め
て
、
よ
は
ひ
の
末
の
た
の
し
み

兼
て
し
ら
れ
た
り
。
折
し
も
け
ふ
は
三
月
三
日
也
。
こ
と
ぶ
き
の
句

を
、
と
あ
れ
ば
、

け
ふ
く
み
て
寿
命
は
幾
千
も
ゝ
の
酒

「
杜
康
」
は
古
代
中
国
で
初
め
て
酒
を
造
っ
た
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
り
、

「
仙
人
の
お
る
菊
の
露
」
は
、
謡
曲
『
枕
慈
童
』
な
ど
で
著
名
な
菊
慈
童

の
故
事
に
よ
り
、
酒
を
指
す
。
つ
ま
り
、
邸
宅
の
傍
ら
に
あ
る
「
杜
康
が

造
り
そ
め
し
跡
を
ゝ
ひ
、
仙
人
の
お
る
菊
の
露
を
た
ゝ
へ
を
け
る
所
」
と

は
酒
蔵
で
あ
っ
た
。
「
心
先
さ
へ
ぎ
り
て
」（
気
持
ち
が
先
だ
っ
て
）
酒
蔵

に
入
る
と
、
無
数
の
酒
瓶
が
並
ぶ

（
六
）

。
近
世
初
期
の
富
田
は
「
遠
き
国

々
ま
で
名
だ
か
く
き
こ
ふ
る
」
銘
醸
地
で
あ
り
、
『
毛
吹
草
』（
正
保
二
年

刊
）
四
・
摂
津
の
名
物
に
も
「
富
田
酒
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
傍
線
部
で
は

続
い
て
「
あ
る
じ
」
の
所
有
す
る
広
大
な
田
地
に
言
及
し
、
老
後
の
安
楽

が
約
束
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
の
と
き
、
上
巳
の
賀
句
を
乞
わ

れ
た
立
圃
は
「
け
ふ
く
み
て
」
句
を
詠
ん
だ
。
右
の
記
述
を
勘
案
す
れ
ば
、

当
該
句
は
、
桃
の
節
供
に
際
し
て
長
寿
を
願
う
の
み
な
ら
ず
、
造
酒
家
で

あ
る
主
人
へ
の
挨
拶
の
意
を
含
む
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
風
雅
な
邸
宅
と
、
「
名
も
し
ら
ぬ
草
木
」

を
植
え
た
庭
園
の
「
春
秋
の
な
が
め
、
と
こ
し
な
へ
」
な
る
さ
ま
を
筆
を

尽
く
し
て
描
写
し
た
後
、
杜
康
や
菊
慈
童
の
漢
故
事
を
用
い
て
酒
蔵
を
殊

更
に
婉
曲
的
に
表
現
し
、
さ
ら
に
「
か
ゝ
る
所
、
又
い
づ
く
に
か
あ
ら
ん
」

と
、
非
日
常
性
を
強
調
す
る
点
で
あ
る
。
「
あ
る
じ
」
の
邸
宅
は
、
桃
の

節
供
と
い
う
時
節
や
、
冒
頭
の
船
路
の
描
写
と
響
き
合
い
な
が
ら
、
桃
源

郷
の
ご
と
き
別
天
地
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
月
四
日
条
に
は
、
金
龍
寺
で
の
花
見
が
描
か
れ
る
。

【
Ｃ
】



- 5 -

四
日
に
は
金
龍
寺
の
花
を
見
せ
ん
と
こ
そ
。
さ
か
り
な
れ
と
て
、
馬

乗
物
を
い
そ
が
せ
、
麓
よ
り
は
手
に
手
を
く
み
て
、
心
し
づ
か
に
分

の
ぼ
る
道
の
程
よ
り
、
左
右
と
目
も
お
ど
ろ
く
ば
か
り
の
花
ざ
か
り

也
。
音
に
聞
え
し
入
相
の
鐘
ま
で
と
、
う
た
ひ
ま
ひ
て
、
酔
の
ま
ぎ

れ
に
、釣

鐘
の
龍
頭
に
お
ほ
へ
花
の
雲

立
圃

以
下
、
『
桃
廼
酒
百
韻
』
の
連
衆
お
よ
び
光
重
・
道
夫
・
良
政
の
発
句
各

一
の
計
十
九
句
が
記
さ
れ
る
。
邂
逅
山
金
龍
寺
（
現
高
槻
市
成
合
。
昭
和

二
十
六
年
の
本
堂
移
転
後
は
無
住
。
仮
本
堂
も
同
五
十
八
年
に
焼
失
）
は

天
台
宗
の
古
刹
で
、
『
山
の
井
』
（
季
吟
著
、
正
保
五
年
刊
）
「
桜
」
条
に

「
吉
野

金
龍
寺
」
と
あ
り
、
吉
野
と
な
ら
ぶ
桜
の
名
所
で
あ
る
。
「
音

に
聞
え
し
入
相
の
鐘
」
と
は
、
能
因
の
古
歌
「
山
ざ
と
の
は
る
の
夕
暮
き

て
見
れ
ば
い
り
あ
ひ
の
鐘
に
花
ぞ
散
り
け
る
」
（
新
古
今
集
・
春
下
・
一

一
六
）
を
指
し
、『
新
古
今
増
抄
』
（
加
藤
磐
斎
著
、
寛
文
三
年
刊
）
の
当

該
歌
注
に
「
金
龍
寺
に
て
よ
み
け
る
と
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
寺
の

鐘
を
詠
ん
だ
歌
と
し
て
知
ら
れ
た
。
立
圃
は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
「
釣
鐘
の
、

龍
頭
」
（
「
龍
頭
」
は
鐘
の
釣
手
の
意
）
を
詠
み
込
み
「
金
龍
寺
」
に
利
か

、せ
て
挨
拶
と
し
、
さ
ら
に
花
を
雲
に
見
立
て
た
「
花
の
雲
」
に
「
龍
」
の

縁
語
「
雲
」
を
組
み
込
ん
で
一
句
を
仕
立
て
た
。「
心
し
づ
か
に
」
は
、「
心、

静
か
に
社
参
申
さ
ば
や
と
思
ひ
候
」
（
『
采
女
』
）
の
よ
う
な
謡
曲
の
典
型

、
、
、

的
表
現
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
の
花
見
の
発
句
の
中
に
は
、

邂
逅
山
金
龍
寺
の
花
を
ま
ら
う
ど
に
見
せ
け
る
よ
ろ
こ
び
を
、
あ
る

じ
か
た
よ
り
、

御
光
儀
や
た
ま
さ
か
山
の
花
の
友

利
房

と
あ
り
、
こ
こ
で
初
め
て
『
桃
廼
酒
百
韻
』
で
脇
を
務
め
た
「
利
房
」
が

「
あ
る
じ
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
利
房
句
は
、
金
龍
寺
の
山

号
「
邂
逅
山
」
を
「
た
ま
さ
か
山
」
と
し
て
詠
み
込
み
、
立
圃
一
行
の
「
た

ま
さ
か
」
な
る
訪
れ
と
、
一
門
で
と
も
に
花
を
愛
で
る
機
会
を
得
た
こ
と

を
喜
ぶ
亭
主
ら
し
い
吟
で
あ
る
。

翌
五
日
に
は
、
箕
面
滝
を
見
物
し
、

三
水
に
竜
や
み
の
お
の
花
の
波

立
圃

以
下
、
滝
を
詠
ん
だ
発
句
計
十
二
（
有
次
・
仲
昔
・
知
徳
・
正
近
・
宗
之

・
成
次
・
定
清
・
光
忠
・
宗
順
・
宗
甫
・
利
房
各
一
句
）
が
配
さ
れ
る
。

『
桃
廼
酒
百
韻
』
の
連
衆
の
う
ち
冒
頭
で
指
摘
し
た
京
住
の
俳
人
が
含
ま

れ
て
お
り
、
見
物
に
は
立
圃
が
京
都
よ
り
伴
っ
た
俳
人
が
複
数
同
行
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

続
く
三
月
六
日
条
に
は
、

【
Ｄ
】六

日
に
は
、
上
巳
の
句
の
跡
を
人
々
い
ひ
つ
ゞ
け
よ
と
て
と
ゞ
め
ら

れ
、
永
々
し
き
日
を
わ
す
れ
暮
し
ぬ
。

と
あ
る
。
「
上
巳
の
句
」
は
、
前
掲
【
Ｂ
】
で
「
折
し
も
け
ふ
は
三
月
三

日
也
。
こ
と
ぶ
き
の
句
を
」
と
乞
わ
れ
て
詠
ん
だ
「
け
ふ
く
み
て
」
句
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
「
跡
」
を
「
い
ひ
つ
ゞ
け
よ
」
と
は
、
当
該

句
を
発
句
と
し
て
百
韻
を
巻
く
よ
う
求
め
ら
れ
た
こ
と
を
指
す
。
こ
こ
か

ら
『
桃
廼
酒
百
韻
』
の
端
作
「
三
月
三
日
」
は
発
句
に
対
す
る
も
の
で
あ

り
、
百
韻
全
体
は
三
月
六
日
の
出
来
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
桃
廼

酒
百
韻
』
は
、
こ
の
と
き
の
懐
紙
を
立
圃
が
清
書
し
、
巻
子
本
に
仕
立
て

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
、
利
房
の
脇
句
「
一
門

こ
ぞ
り
祝
ふ
春
の
賀
」
の
背
景
に
、
京
・
摂
津
の
立
圃
一
門
が
一
堂
に
会

し
て
節
供
を
祝
い
、
春
遊
に
興
じ
つ
つ
俳
席
を
持
っ
た
喜
び
が
あ
る
こ
と

を
、
よ
り
具
体
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
同
日
条
に
は
、
普

門
寺
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）
へ
花
見
に
訪
れ
、
「
和
尚
」（
あ
る
い
は
竜
渓
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性
潜
か
）
と
面
会
し
た
記
述
も
あ
る
。

翌
三
月
七
日
、
立
圃
は
惜
し
ま
れ
な
が
ら
富
田
を
発
ち
、
帰
洛
す
る
。

知
徳
に
よ
る
餞
別
発
句
に
続
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

【
Ｅ
】「

都
人
に
ゆ
き
て
か
た
ら
ん
山
桜
風
よ
り
さ
き
に
き
て
も
見
る
べ
く
」

と
、
む
か
し
人
は
い
へ
り
。
我
は
日
ご
ろ
数
し
ら
ぬ
情
の
程
を
か
た

ら
ん
と
思
ふ
心
を

花
の
香
や
袖
に
つ
ゝ
み
て
み
や
げ
物

立
圃

引
用
さ
れ
る
「
都
人
に
」
歌
は
、
『
源
氏
物
語
』
若
紫
巻
、

山
水
に
こ
ゝ
ろ
と
ま
り
侍
ぬ
れ
ど
、
内
よ
り
お
ぼ
つ
か
な
が
ら
せ
た

源
詞

御
門

ま
へ
る
も
か
し
こ
け
れ
ば
な
ん
。
い
ま
こ
の
は
な
の
お
り
す
ぐ
さ
ず

ま
い
り
こ
ん
。

み
や
人
に
ゆ
き
て
か
た
ら
ん
山
桜
か
ぜ
よ
り
さ
き
に
き
て
も
み

源る
べ
く

と
の
給
ふ
御
も
て
な
し
、
こ
は
づ
か
ひ
さ
へ
め
も
あ
や
な
る
に
（
後

略
、
承
応
三
年
版
本
に
よ
る
）

に
も
と
づ
く
。
た
だ
し
『
摂
津
富
田
俳
諧
紀
行
』
は
初
句
を
「
都
人
」（
『
六

日
の
菖
蒲
』
も
同
文
）
に
作
る

（
七
）

。
本
歌
は
、
光
源
氏
が
北
山
を
去
る

際
、
再
来
を
約
し
つ
つ
僧
都
に
贈
っ
た
歌
で
、『
連
珠
合
璧
集
』
「
宮
人
」

に
も
引
か
れ
て
著
名
で
あ
る
。
当
地
の
桜
の
素
晴
ら
し
さ
を
都
人
に
語
ろ

う
と
い
う
源
氏
詠
を
踏
ま
え
、
立
圃
は
、
「
日
ご
ろ
数
し
ら
ぬ
情
の
程
」

つ
ま
り
、
こ
の
数
日
間
に
富
田
で
受
け
た
厚
情
に
つ
い
て
、
都
人
に
語
ろ

う
と
述
べ
、
利
房
へ
の
謝
意
を
示
し
て
い
る
。

本
紀
行
は
以
下
の
記
述
で
結
ば
れ
る
。

【
Ｆ
】此

事
を
京
に
て
物
が
た
り
し
け
れ
ば
、

花
や
滝
見
る
心
ち
す
る
歌
ば
な
し

重
方

【
Ｅ
】
は
【
Ｆ
】
に
直
結
し
、
帰
途
の
描
写
は
な
い
。
重
方
は
京
住
の
俳

人
（
望
月
氏
。
通
称
八
右
衛
門
。『
鷹
筑
波
集
』
等
に
入
集
）
。
重
方
句
は
、

紀
行
全
体
を
立
圃
の
「
歌
ば
な
し
」
と
捉
え
、
当
地
の
花
や
滝
を
眼
前
に

見
る
様
だ
と
詠
う
。
こ
の
一
句
は
、
立
圃
の
「
都
人
」
へ
「
か
た
ら
ん
と

思
ふ
心
」
が
真
実
で
あ
り
、
た
し
か
に
実
践
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
利
房
へ

の
挨
拶
で
あ
る
と
と
も
に
、
あ
た
か
も
別
天
地
へ
の
旅
の
ご
と
く
描
か
れ

た
本
紀
行
を
、
一
篇
の
「
物
語
」
と
し
て
終
結
さ
せ
る
役
割
を
担
う
。

こ
こ
で
、
柿
衞
本
の
性
格
を
考
え
る
た
め
に
、
『
六
日
の
菖
蒲
』
所
収

本
文
と
の
異
同
の
う
ち
主
な
も
の
を
挙
げ
る
（
柿
衞
本
に
付
し
た
ア
ル
フ

ァ
ベ
ッ
ト
に
対
応
す
る
小
文
字
を
付
し
た
）
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
総
じ

て
『
六
日
の
菖
蒲
』
は
柿
衞
本
に
比
べ
て
描
写
が
簡
潔
で
あ
り
、
分
量
も

少
な
い
。
最
も
大
き
な
違
い
は
末
尾
に
あ
り
、
『
六
日
の
菖
蒲
』
で
は
、

【
ｅ
】「

都
人
に
行
て
か
た
ら
ん
山
桜
」
と
昔
人
い
へ
り
。
我
は
日
ご
ろ
数

し
ら
ぬ
情
の
程
を
か
た
ら
ん
と
思
ふ
こ
ゝ
ろ
を

花
の
香
や
袖
に
つ
ゝ
み
て
み
や
げ
物

と
、
柿
衞
本
の
【
Ｅ
】
に
あ
た
る
部
分
で
結
ば
れ
て
お
り
、
【
Ｆ
】
に
相

当
す
る
本
文
を
欠
く
。
ま
た
、
柿
衞
本
と
異
な
り
「
都
人
に
」
歌
は
上
句

の
み
が
引
用
さ
れ
、
読
者
に
求
め
ら
れ
る
教
養
の
程
度
が
柿
衞
本
よ
り
も

若
干
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
柿
衞
本
冒
頭
【
Ａ
】
に
対
す
る
『
六
日
の
菖
蒲
』
の
該
当
部
分

は
、

【
ａ
】摂

津
国
富
田
に
し
る
人
あ
る
を
と
ふ
べ
し
と
て
、
爰
な
る
友
達
七
、

八
人
、
鳥
羽
よ
り
船
に
あ
ひ
乗
て
ゆ
く
に
、
日
も
う
ら
ゝ
也
。
「
心
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静
に
」
な
ど
い
ふ
時
し
も
三
月
三
日
也
。
た
ゞ
に
や
は
と
て
、

盃
か
曲
水
を
な
す
あ
そ
び
舟

と
、「
三
月
三
日
」
の
出
発
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
、「
た
ゞ
に
や
は
」
と
、

発
句
が
上
巳
の
節
句
に
あ
た
り
詠
出
さ
れ
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
ほ
か
に

も
、
謡
曲
『
熊
野
』
の
代
わ
り
に
【
Ｃ
】
で
用
い
ら
れ
た
「
心
静
に
」
の

詞
章
を
引
く
な
ど
、
全
体
に
行
文
が
異
な
る
。
同
行
す
る
者
た
ち
を
「
爰

な
る
友
達
」
と
す
る
こ
と
か
ら
、
京
の
読
者
を
想
定
し
て
い
る
よ
う
に
も

思
わ
れ
る
。

柿
衞
本
【
Ｂ
】
に
あ
た
る
酒
蔵
の
場
面
は
、
特
に
傍
線
部
の
異
同
が
大

き
い
。

【
ｂ
】（

前
文
は
ほ
ぼ
同
文
の
た
め
省
略
）
か
ゝ
る
所
、
又
い
づ
く
に
か
あ

ら
ん
と
思
は
れ
、
口
に
涎
を
な
が
す
計
也
。
「
こ
ゝ
に
て
先
句
ひ
と

つ
」
と
い
へ
る
に
、

け
ふ
く
み
て
寿
命
は
幾
千
も
ゝ
の
酒

柿
衞
本
【
Ｂ
】
の
傍
線
部
に
は
、
富
田
酒
の
名
高
さ
、
主
の
富
貴
さ
や
晩

年
の
安
楽
を
言
祝
ぐ
記
述
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
こ
こ
で
紀
行
文
中
で
は
じ

め
て
当
日
が
「
三
月
三
日
」
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
、
「
け
ふ
く
み
て
」

句
が
節
句
に
際
し
て
の
挨
拶
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
行
文
と
な
っ
て
い

る
。
い
っ
ぽ
う
『
六
日
の
菖
蒲
』
で
は
、
こ
れ
ら
の
記
述
が
一
切
省
略
さ

れ
、
紀
行
冒
頭
【
ａ
】
に
「
三
月
三
日
」
と
明
示
さ
れ
る
こ
と
と
呼
応
し

て
、
日
付
に
つ
い
て
の
言
及
も
な
い
。
両
伝
本
を
比
べ
る
と
、
柿
衞
本
に

は
、
「
あ
る
じ
」
で
あ
る
利
房
へ
の
殊
更
な
る
配
慮
が
看
取
さ
れ
る
。
あ

る
い
は
利
房
へ
の
呈
上
を
想
定
し
た
本
文
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
柿
衞
本
に
は
次
の
よ
う
な
二
箇
所
の
見
せ
消
ち
訂
正
（
「
ヒ
」

と
記
す
）
が
あ
り
、

春
の
花
の
波
に
や
う
か
ぶ
や
金
龍
寺

道
夫

ヒ

花
と
見
る
お
ち
瀧
つ
ぼ
や
砂
の
物

成
次

え
て

『
六
日
の
菖
蒲
』
で
は
、

ヒ

春
の
花
の
波
に
や
う
か
ぶ
金
龍
寺

道
夫

花
と
見
え
て
お
ち
滝
つ
ぼ
や
砂
の
物

成
次

と
、
い
ず
れ
も
訂
正
後
の
形
が
取
ら
れ
て
い
る
。
二
例
の
う
ち
前
者
は
誤

写
の
訂
正
と
思
し
く
、
後
者
は
ど
の
よ
う
な
性
格
の
訂
正
か
が
不
明
で
あ

る
。
仮
に
後
者
が
立
圃
の
添
削
を
反
映
す
る
と
す
れ
ば
、
柿
衞
本
が
『
六

日
の
菖
蒲
』
所
収
本
文
の
系
統
に
先
ん
ず
る
こ
と
に
な
る
が
、
現
段
階
で

は
両
者
の
先
後
関
係
を
判
断
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
両
者
は
草
稿
と
清
書
本
と
い
う
関
係
性
で
は
な
く
、
想

定
さ
れ
る
読
者
（
贈
呈
者
）
の
違
い
に
よ
っ
て
書
き
分
け
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三

亭
主
「
利
房
」
に
つ
い
て

こ
の
と
き
立
圃
を
迎
え
た
亭
主
「
利
房
」
と
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
当
時

の
富
田
に
お
い
て
、
上
記
の
よ
う
な
瀟
洒
な
大
邸
宅
に
住
ま
い
、
立
圃
に

「
か
ゝ
る
所
、
又
い
づ
く
に
か
あ
ら
ん
」
と
言
わ
し
め
る
よ
う
な
酒
蔵
を

持
つ
人
物
は
、
当
地
最
大
の
造
酒
家
、
清
水
市
郎
右
衛
門
家
の
当
主
、
清

水
利
房
を
お
い
て
ほ
か
に
考
え
ら
れ
な
い
。

清
水
市
郎
右
衛
門
家
は
、
屋
号
を
「
紅
屋
」
と
し
、
関
ヶ
原
の
役
や
大

阪
の
陣
に
は
徳
川
家
康
に
「
香
物
を
献
上
し
た
り
、
兵
糧
・
竹
束
・
薪
な
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ど
の
軍
用
を
つ
と
め
た
由
緒
に
よ
り
、
特
権
的
な
酒
造
株
が
認
め
ら
れ
」

（
八
）

、
「
将
軍
代
替
り
に
は
お
目
見
が
許
さ
れ
」
、
「
十
七
世
紀
中
こ
ろ
ま
で

村
支
配
の
中
心
的
役
割
を
果
し
た
」（

九
）

名
家
で
あ
る
。
す
で
に
諸
研
究
に

引
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
貝
原
益
軒
『
有
馬
山
温
泉
記
』
（
宝
永
八

年
刊
）
「
富
田
」
の
条
に
、

酒
家
お
ほ
し
。
べ
に
や
と
て
大
百
姓
あ
り
、
其
宅
瓦
屋
い
ら
か
を
な

ら
べ
作
り
か
さ
ね
て
、
大
な
る
事
山
の
ご
と
し
。
目
を
お
ど
ろ
か
す
。

い
ま
だ
か
ゝ
る
大
農
家
を
見
ず
。
其
家
族
も
近
所
に
有
。
大
家
な
り
。

と
、
近
世
中
期
の
紅
屋
の
大
邸
宅
を
描
く
記
事
が
あ
り
、
立
圃
の
記
述
が

誇
張
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
る
。

松
井
良
祐
「
『
富
田
丙
午
記
』
解
題
」（

十
）

に
よ
れ
ば
、
清
水
市
郎
右
衛

門
家
三
代
目
に
あ
た
る
利
房
は
、
は
じ
め
左
兵
衛
、
の
ち
市
郎
右
衛
門
を

名
乗
り
、
寛
文
十
三
年
、
六
十
七
歳
で
没
し
て
い
る
。
逆
算
す
れ
ば
生
年

は
慶
長
十
二
年
で
、
文
禄
四
年
生
ま
れ
の
立
圃
よ
り
十
二
歳
の
若
年
と
な

る
。
慶
安
五
年
当
時
は
四
十
六
歳
で
あ
っ
た
。『
鄙
諺
集
』
（
安
静
編
、
慶

安
五
年
刊
）
六
に
、

湘
浦
な
ら
で
う
ら
な
り
竹
や
斑
雪

利
房

清
水
氏

と
あ
る
の
は
こ
の
人
の
句
で
あ
ろ
う
。

享
保
十
年
か
ら
十
一
年
に
か
け
て
起
こ
っ
た
富
田
の
村
方
騒
動
の
記
録

『
富
田
丙
午
記
』（

十
一
）

（
入
江
若
水
著
、
享
保
十
年
序
）
に
は
、
利
房
に

つ
い
て
の
記
事
が
散
見
す
る
。
大
阪
の
陣
の
折
に
は
「
嬰
児
」
で
あ
っ
た

利
房
が
父
勝
由
に
よ
っ
て
高
槻
城
主
土
岐
山
城
守
へ
人
質
に
出
さ
れ
た
こ

と
が
記
さ
れ

（
十
二
）

、
ま
た
、
当
主
と
な
っ
て
か
ら
は
、

寛
永
十
四
年
酉
年
よ
り
永
井
日
向
守
殿
・
山
城
神
足
屋
敷
の
領
地
に

附
せ
ら
れ
、
慶
安
元
年
子
年
に
い
た
り
十
六
箇
年
が
間
、
聚
斂
せ
ら

れ
し
程
に
、
百
姓
こ
と
の
外
に
困
窮
に
及
ぶ
。
左
兵
衛
利
房
〈
勝
由

が
嫡
男
、
後
ハ
市
郎
右
衛
門
と
呼
ぶ
、
法
名
性
貞
〉
ハ
江
府
に
お
も

む
き
、
御
役
人
方
江
内
証
伝
手
を
以
下
情
を
相
達
け
れ
バ
、
永
井
殿

高
槻
之
城
を
御
拝
領
の
日
を
待
得
て
富
田
庄
ハ
再
た
び
御
代
官
所
に

復
り
ぬ
。
（
巻
一
。
〈

〉
内
は
割
注
。
以
下
同
）

と
、
富
田
庄
の
民
の
困
窮
の
た
め
に
、
江
戸
へ
上
訴
に
赴
い
た
逸
話
が
記

さ
れ
る
。
ま
た
、
同
書
に
は
、

利
房
ハ
才
智
す
ぐ
れ
た
る
士
な
れ
バ
、
小
堀
殿
よ
り
摂
州
御
代
官
所

小
堀
殿
御
下
ハ
利
房
へ
下
支
配
被
仰
付
、
御
上
納
銀
数
百
貫
目
を
、

或
ハ
弐
・
三
年
、
或
ハ
四
・
五
年
も
預
り
置
れ
、
利
房
よ
り
ハ
村
々

の
庄
屋
に
あ
づ
け
置
、
御
代
官
所
よ
り
江
戸
御
勘
定
の
時
に
い
た
り

村
々
よ
り
取
立
、
利
房
方
よ
り
上
納
し
け
る
故
、
村
々
庄
屋
百
姓
悦

び
あ
ふ
事
無
限
、
こ
ゝ
を
以
利
房
が
威
勢
摂
州
を
掩
ふ
。
然
れ
共
富

で
驕
る
の
心
な
く
村
中
の
窮
阨
を
す
く
ふ
こ
と
如

左
。
（
巻
一
）

レ

と
、
利
房
が
「
才
智
」
に
優
れ
、
上
下
よ
り
の
信
頼
を
得
た
名
士
で
あ
っ

た
こ
と
が
綴
ら
れ
、「
富
で
驕
る
の
心
」
を
持
た
ぬ
人
柄
に
も
言
及
す
る
。

『
富
田
丙
午
記
』
の
著
者
、
入
江
若
水
は
清
水
市
郎
右
衛
門
家
六
代
利
恒

の
従
兄
で
あ
り
、
本
書
が
清
水
家
側
の
資
料
で
あ
る
こ
と
は
考
慮
す
べ
き

で
あ
ろ
う
が
、利
房
と
い
う
人
物
の
一
面
が
知
ら
れ
る
点
で
貴
重
で
あ
る
。

夙
に
歴
史
学
の
分
野
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
富
田
の
酒
造
が
も
っ
と

も
盛
ん
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
明
暦
頃
、
紅
屋
は
酒
造
米
元
高
一
八
〇
〇
石

と
い
う
卓
抜
し
た
規
模
を
誇
っ
た

（
十
三
）

。
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
「
万
治
寛

文
年
間
以
後
減
醸
令
が
反
復
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
富
田
村
酒
造
業
は

萎
縮
」（

十
四
）

す
る
こ
と
と
な
り
、
紅
屋
も
「
天
和
二
年
に
は
遂
に
酒
造
を

な
さ
ず
、
天
和
三
年
に
は
二
八
・
一
二
五
石
と
い
う
き
わ
め
て
僅
か
な
酒

造
し
か
行
わ
な
い
」（

十
五
）

と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
酒
造
の
規
模
を
縮
小

し
、
地
主
経
営
に
移
行
す
る
。
益
軒
が
『
有
馬
山
温
泉
記
』
で
描
い
た
の
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は
そ
の
よ
う
な
時
代
の
紅
屋
で
あ
っ
た
。

い
っ
ぽ
う
『
桃
廼
酒
百
韻
』
の
巻
か
れ
た
時
代
は
、
富
田
酒
造
業
が
ま

さ
に
最
盛
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
時
期
に
あ
た
り
、
本
百
韻
と
そ
の

周
辺
の
紀
行
文
は
、
当
時
の
富
田
の
活
況
を
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
ら
せ

る
。
清
水
家
は
、
以
後
も
富
田
の
文
化
的
拠
点
で
あ
り
続
け
、
近
世
中
期

に
い
た
り
、
清
水
家
の
持
庵
で
あ
る
長
福
寺
水
月
庵
に
は
京
・
大
坂
の
文

人
が
集
い
、「
長
福
寺
サ
ロ
ン
」
と
い
う
べ
き
も
の
が
形
成
さ
れ
る

（
十
六
）

。

右
に
述
べ
来
た
っ
た
よ
う
な
利
房
を
中
心
と
し
た
雅
交
は
、
富
田
に
早
く

か
ら
そ
の
よ
う
な
素
地
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
具
体
例
と
し
て
も
重
要
で

あ
ろ
う
。

『
桃
廼
酒
百
韻
』
と
『
摂
津
富
田
俳
諧
紀
行
』
『
六
日
の
菖
蒲
』
は
、

個
々
に
高
い
資
料
価
値
を
有
す
る
が
、
各
々
単
独
で
は
多
く
を
知
る
こ
と

が
叶
わ
な
い
。
書
物
同
士
の
連
関
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
い
っ
そ

う
雄
弁
に
当
時
の
あ
り
さ
ま
を
語
っ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

四

『
立
圃
桃
廼
酒
百
韻
』
翻
刻

【
凡
例
】

翻
刻
に
当
た
っ
て
は
私
に
濁
点
を
付
し
、
漢
字
は
通
行
の
字
体
に
改

め
た
。
句
に
は
通
し
番
号
を
付
し
た
。
ま
た
、
裁
断
に
よ
り
文
字
が

欠
損
し
て
い
る
も
の
は
□
で
示
し
、
推
読
を
（

）
内
に
傍
記
し
た
。

重
ね
書
き
に
よ
る
訂
正
を
含
む
も
の
（

句
・

句
）
は
、
訂
正
後

95

97

の
形
を
示
し
た
。

慶
安
五
年
三
月
三
日

摂
州
富
田
に
て

け
ふ
く
み
て
寿
命
は
幾
千
も
ゝ
の
酒

立
圃

1

一
門
こ
ぞ
り
祝
ふ
春
の
賀

利
房

2

同
名
に
成
は
の
ど
け
き
こ
ゝ
ろ
に
て

有
次

3

た
が
ひ
の
手
が
ら
し
る
き
感
状

定
清

4

な
ら
び
ゐ
て
を
く
そ
ろ
ば
ん
や
あ
ひ
ぬ
ら
ん

仲
昔

5

な
が
し
は
せ
じ
と
お
も
ふ
質
物

知
徳

6

月
に
し
も
打
し
か
る
た
は
ま
け
ざ
れ
や

成
次

7

智
恵
は
冷
し
お
さ
な
ひ
の
ふ
り

光
忠

8
ウ

む
つ
か
し
き
お
ど
り
の
拍
子
そ
ろ
は
せ
て

宗
之

9

馬
を
自
由
に
の
る
鞍
の
う
ち

宗
順

10

あ
な
ど
り
て
む
か
ひ
こ
そ
す
れ
敵
の
城

正
近

11

聞
を
よ
び
た
る
赤
坂
の
山

了
順

12

盗
人
の
住
し
所
は
い
か
ば
か
り

宗
甫

13

犬
か
し
ま
し
く
ほ
ゆ
る
闇
の
夜

宗
貞

14

あ
ふ
事
の
か
つ
て
な
ら
ざ
る
前
わ
た
り

正
能

15

な
ど
て
あ
だ
め
く
き
る
物
の
つ
ま

立
圃

16

酔
ざ
め
は
気
も
う
か
れ
め
の
ち
は
狂
ひ

利
房

17

ね
こ
ろ
び
月
を
み
し
ま
江
の
舟

有
次

18

神
崎
や
茶
屋
の
ち
そ
う
は
秋
も
な
し

定
清

19

秀
句
ず
き
と
は
露
も
か
く
れ
ぬ

仲
昔

20

聞
書
の
口
に
は
花
の
題
あ
げ
て

知
徳

21

木
の
継
や
う
を
よ
く
習
ひ
け
り

成
次

22
二

幾
春
も
大
工
の
家
に
つ
か
へ
な
れ

光
忠

23

牛
に
つ
く
る
は
か
な
山
の
土

正
近

24
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長
門
よ
り
石
見
へ
か
よ
ふ
商
ひ
に

宗
順

25

と
ま
り
を
い
そ
ぐ
旅
の
定
宿

宗
甫

26

遊
君
の
な
げ
の
情
に
た
ら
さ
れ
て

立
圃

27

度
々
た
つ
る
誓
文
は
何

宗
定

28

い
や
〳
〵
も
三
盃
く
め
る
酒
も
り
に

有
次

29

御
意
や
を
も
か
る
中
な
を
る
人

利
房

30

か
り
そ
め
の
詞
の
論
を
し
出
し
て

成
次

31

鬼
を
し
た
が
へ
す
ま
す
い
き
ほ
ひ

定
清

32

山
伏
の
行
力
を
し
る
峯
入
に

仲
昔

33

お
が
み
こ
そ
す
れ
滝
つ
ぼ
の
月

知
徳

34

百
性
は
秋
に
も
雨
を
乞
か
ね
て

正
近

35

き
り
を
く
ま
ゝ
に
出
ぬ
材
木

立
圃

36
ウ

獣
は
人
の
声
に
や
を
ぢ
ぬ
ら
ん

宗
之

37

功
徳
は
ふ
か
き
経
の
要
文

光
忠

38

し
づ
め
た
る
石
は
な
が
れ
ぬ
い
さ
は
川

知
徳

39

蟹
の
あ
り
か
を
さ
が
す
才
覚

有
次

40

塩
の
ひ
く
芦
辺
に
烏
お
り
す
は
り

立
圃

41

熊
野
道
者
は
し
ば
し
と
だ
ゆ
る

成
次

42

ば
ら
〳
〵
と
藤
代
山
に
時
雨
し
て

利
房

43

柴
を
か
る
手
や
つ
め
た
か
る
ら
ん

宗
順

44

冬
ご
も
る
賤
が
垣
ほ
を
つ
く
り
な
し

定
清

45

秋
に
あ
ら
ひ
て
ほ
す
古
布
子

立
圃

46

出
が
は
り
は
露
も
隙
な
き
一
季
お
り

有
次

47

月
を
も
め
で
ぬ
下
女
の
か
は
ゆ
さ

宗
甫

48

お
く
の
間
に
花
聟
殿
は
御
寝
な
り

仲
昔

49

む
か
ふ
火
影
や
か
す
む
朗
詠

知
徳

50
□（三

）

永
き
日
の
暮
れ
ば
舞
の
一
か
な
で

立
圃

51

精
は
つ
き
ざ
る
児
の
学
問

正
近

52

山
寺
の
景
気
は
い
つ
も
興
あ
り
て

成
次

53

の
ぶ
る
を
ま
ゝ
に
た
め
ぬ
松
が
枝

宗
之

54

色
々
の
物
ず
き
見
す
る
台
の
物

光
忠

55

狂
歌
を
か
き
て
出
す
短
冊

正
能

56

を
の
づ
か
ら
き
や
し
や
に
お
ひ
た
つ
人
心

久
重

57

を
く
れ
を
な
づ
る
髪
の
品
々

有
次

58

双
六
や
ま
け
め
に
成
て
案
ず
ら
ん

知
徳

59

今
姫
君
の
け
は
ひ
お
か
し
き

立
圃

60

つ
れ
な
さ
の
文
に
て
涙
を
し
の
ご
ひ

利
房

61

形
見
と
成
し
ま
も
り
本
尊

仲
昔

62

法
を
と
ふ
師
匠
も
月
の
昔
に
て

有
次

63

幾
秋
の
日
を
を
く
る
表
具
屋

定
清

64
□
ウ

（三
）

名
筆
の
小
鷹
の
絵
こ
そ
そ
こ
ぬ
ら
め

立
圃

65

八
幡
宮
と
し
る
き
神
前

光
忠

66

山
崎
に
ゆ
き
ゝ
の
人
の
下
乗
し
て

了
順

67

た
つ
る
卒
都
婆
は
追
善
の
た
め

宗
順

68

真
言
の
こ
も
る
一
夏
や
み
て
ぬ
ら
ん

成
次

69

護
摩
の
け
ぶ
り
も
ふ
か
き
岩
穴

有
次

70

国
土
に
は
ま
え
ん
の
も
の
ゝ
住
が
た
み

定
清

71

く
ら
く
と
と
を
れ
野
道
山
み
ち

正
近

（
マ
マ
）

72

こ
ま
〴
〵
と
急
ぎ
の
状
を
認
て

知
徳

73
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秋
に
謀
反
を
お
こ
す
く
は
だ
て

宗
貞

74

も
の
ゝ
ふ
は
三
井
寺
に
よ
る
月
の
暮

宗
甫

75

む
か
へ
の
駒
や
あ
し
を
い
た
め
る

立
圃

76

夜
に
入
し
花
見
の
か
へ
さ
気
づ
か
ひ
て

有
次

77

柳
の
樽
の
を
も
さ
う
か
が
ふ

利
房

78
名

元
日
の
御
礼
に
さ
る
ゝ
奏
者
番

正
能

79

よ
み
て
あ
ぢ
は
ふ
誹
諧
発
句

成
次

80

重
箱
に
む
す
び
そ
へ
た
る
文
の
中

立
圃

81

思
ふ
が
か
た
へ
を
く
る
沈
香

定
清

82

恋
風
は
そ
よ
り
〳
〵
と
吹
出
て

正
近

83

か
ご
と
の
た
ね
に
な
ら
ん
尺
八

有
次

84

門
立
を
何
と
て
人
の
と
が
む
ら
ん

仲
昔

85

飢
に
を
よ
ぶ
は
あ
は
れ
乞
食

宗
之

86

ゆ
か
り
ま
で
敵
の
筋
を
あ
ら
は
さ
れ

定
清

87

算
を
く
袖
の
名
こ
そ
高
け
れ

正
近

88

大
事
に
し
思
ふ
病
や
な
を
る
ら
ん

宗
順

89

ふ
か
く
執
心
な
す
歌
の
道

立
圃

90

月
の
夜
に
こ
ぐ
舟
長
は
若
衆
に
て

宗
貞

91

露
よ
な
み
だ
よ
祈
る
水
神

知
徳

92
ウ

う
ば
ゝ
れ
し
玉
を
秋
に
し
求
め
か
ね

利
房

93

何
と
し
て
か
は
う
た
ん
鉄
砲

成
次

94

ゐ
の
し
ゝ
は
に
く
や
度
々
荒
出
て

正
近

95

軍
の
下
知
を
き
か
ぬ
武
者
ぶ
り

有
次

96

目
に
見
ざ
る
天
狗
の
わ
ざ
や
な
し
ぬ
ら
ん

定
清

97

く
ら
き
夜
な
〳
〵
う
つ
そ
ら
礫

正
能

98

む
ら
鳥
を
と
め
じ
と
花
の
番
を
し
て

立
圃

99

ち
か
づ
き
け
ら
し
春
の
行
幸

光
忠

100
立
圃

十
三

成
次

八

宗
甫

四

利
房

七

光
忠

六

宗
貞

三

有
次

十
一

宗
之

五

正
能

四

定
清

九

宗
順

五

久
重

一

仲
昔

六

正
近

八

知
徳

八

了
順

二

［
注
］

（
一
）
『
十
帖
源
氏

下
』
古
典
文
庫
、
一
九
八
九
。

（
二
）
『
俳
句
講
座
二

俳
人
評
伝
上
』
明
治
書
院
、
一
九
五
八
。

（
三
）
本
寄
贈
書
に
つ
い
て
は
、
京
都
府
立
大
学
文
学
部
日
本
・
中
国
文
学
科
「
故

新
免
安
喜
子
氏
寄
贈
書
の
概
要
」（
『
資
料
館
紀
要
』
四
五
号
、
二
〇
一
七
）
、

同
『
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
所
蔵

新
免
安
喜
子
氏
寄
贈
連
歌
俳
諧

書
目
録
』
（
京
都
府
立
大
学
文
学
部
日
本
・
中
国
文
学
科
、
京
都
府
立
京
都

学
・
歴
彩
館
、
二
〇
一
八
）
に
詳
し
い
。

（
四
）
成
立
は
片
岡
蓉
子
「
六
日
の
菖
蒲

―
翻
刻
と
解
題

―
」
（
『
近
世
初
期

文
芸
』
二
号
、
一
九
七
一
）
に
よ
る
。
同
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
『
繋

橋
』
（
西
村
与
八
・
河
内
屋
太
助
版
）
に
「
六
日
菖
蒲
〈
二
冊
／
立
圃
翁
文

集
〉
近
刻
」
と
あ
る
が
、
刊
本
の
現
存
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
同
論
文

は
享
保
八
年
刊
『
海
音
集
』
下
に
「
六
日
の
菖
蒲
と
外
題
し
て
三
冊
に
成

し
て
み
づ
か
ら
筆
を
染
ら
れ
た
る
を
予
秘
蔵
之
置
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

自
筆
本
の
存
在
を
示
唆
す
る
。
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（
五
）
当
該
句
は
『
小
町
躍
』
（
立
圃
編
、
寛
文
五
年
刊
）
「
三
月
三
日
」
の
題
に

収
録
さ
れ
る
。

（
六
）
柚
木
学
「
近
世
酒
造
業
の
技
術
的
基
礎
」
（
『
酒
造
り
の
歴
史
』
雄
山
閣
出

版
、
一
九
八
七
）
は
、
酒
の
生
産
用
具
が
「
甕
か
ら
桶
に
代
わ
る
の
が
室

町
中
期
ご
ろ
か
ら
」
で
あ
り
「
近
世
初
頭
に
な
り
よ
う
や
く
一
〇
石
か
ら

二
〇
石
入
り
の
大
桶
が
で
き
て
き
た
」
こ
と
、「
仕
込
桶
の
大
型
化
」
が
「
近

世
酒
造
業
に
お
け
る
量
産
化
の
発
端
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
『
摂
津

富
田
俳
諧
紀
行
』
の
記
述
が
文
字
通
り
「
瓶
」
で
の
醸
造
を
指
す
と
す
れ

ば
、
中
世
的
な
醸
造
方
法
を
残
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
（
今
井
美
紀
氏
の

ご
教
示
に
よ
る
）
。

（
七
）
『
十
帖
源
氏
』
（
立
圃
著
、
万
治
四
年
刊
）
に
は
初
句
「
宮
人
に
」
の
形
で

掲
載
さ
れ
る
。

（
八
）
高
槻
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
高
槻
市
史

第
二
巻

本
編
Ⅱ
』
高
槻
市
役

所
、
一
九
八
四
。

（
九
）
松
井
良
祐
「
『
富
田
丙
午
記
』
解
題
」
『
立
命
館
文
学
』
五
二
六
号
、
一
九

九
二
。

（
十
）
注
九
に
同
じ
。

（
十
一
）
本
文
は
、
松
井
良
祐
「
入
江
若
水
兼
通
録
『
富
田
丙
午
記
』
（
１
）
～

（

）
」
『
立
命
館
文
学
』
（
五
一
四
・
五
一
六
・
五
一
七
・
五
二
〇
・
五
二

5
六
号
、
一
九
八
九
～
九
二
）
に
よ
る
。

（
十
二
）
『
富
田
丙
午
記
』
巻
一
に
「
嬰
児
〈
左
兵
衛
利
房
／
長
兵
衛
重
直
〉
を

高
槻
の
城
主
土
岐
山
城
守
殿
へ
（
中
略
）
人
質
に
出
し
、
自
ら
（
引
用
者

注
、
勝
由
）
ハ
御
軍
用
を
達
し
け
る
」
と
あ
る
。

（
十
三
）
中
部
よ
し
子
「
封
建
都
市
酒
造
業
の
展
開

―
摂
津
国
川
辺
郡
伊
丹
郷

を
中
心
と
し
て

―
」
（
『
封
建
社
会
の
村
と
町
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六

〇
）
。
同
論
文
は
「
元
高
」
を
「
明
暦
三
年
酒
株
制
定
の
時
の
酒
造
米
高
と

推
定
」
し
、「
十
七
世
紀
中
期
に
は
実
醸
額
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

注
八
前
掲
書
は
、
こ
の
元
高
を
「
富
田
村
酒
造
業
が
も
っ
と
も
さ
か
ん
で

あ
っ
た
こ
ろ
の
姿
を
示
す
唯
一
の
指
標
」
と
す
る
。

（
十
四
）
注
八
に
同
じ
。

（
十
五
）
注
十
三
に
同
じ
。

（
十
六
）
注
八
に
同
じ
。
同
書
は
「
長
福
寺
サ
ロ
ン
」
が
「
享
保
期
の
似
雲
の

来
庵
な
ど
を
頂
点
と
し
て
紅
屋
酒
造
経
営
の
衰
退
と
運
命
を
と
も
に
し
、

江
戸
後
期
に
は
凋
落
し
た
よ
う
で
あ
る
」
と
す
る
。

［
付
記
］
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
お
よ
び
画
像
の
掲
載
・
翻
刻
の
御
許
可
を
賜
り
ま

し
た
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
、
公
益
財
団
法
人
柿
衞
文
庫
、
閲
覧
・
複

写
に
際
し
て
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
国
立
国
会
図
書
館
に
深
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
本
稿
は
二
〇
一
七
年
度
柿
衞
忌
で
の
講
演
内
容
に
も
と
づ
く
も
の
で
す
。

ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
今
井
美
紀
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、

本
研
究
は

科
研
費16H

06877

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

J
S
P
S（

か
わ
む
ら

え
い
こ
・
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
助
教
）


